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(57)【要約】
【課題】予測が難しい事態が起きた場合であっても、ポ 
ールが折れてしまうことを抑制することが可能な照明装 
置を得る。
【解決手段】照明装置１は、灯具１２０を保持するポー 
ル１１０と、ポール１１０の下側に配置され、ポール１ 
１０の少なくとも下部を収容可能な収容空間Ｓ１が形成 
されたポール収容部２０と、を備える。また、照明装置 
１は、収容空間Ｓ１の上側に配置され、ポール１１０を 
非収容位置で保持するストッパ２１１と、危険状態をセ 
ンシングするセンサ部６０と、を備える。そして、セン 
サ部６０が危険状態を感知したときに、ストッパ２１１ 
によるポール１１０の保持が解除されて、ポール１１０ 
を、少なくとも下部が収容空間Ｓ１に収容された収容位 
置となるようにした。
【選択図】図５

審査請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全12頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 灯 具 を 保 持 す る ポ ー ル と 、
　 前 記 ポ ー ル の 下 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 ポ ー ル の 少 な く と も 下 部 を 収 容 可 能 な 収 容 空 間 が 形  
成 さ れ た ポ ー ル 収 容 部 と 、
　 前 記 収 容 空 間 の 上 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 ポ ー ル を 非 収 容 位 置 で 保 持 す る ス ト ッ パ と 、
　 危 険 状 態 を セ ン シ ン グ す る セ ン サ 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 セ ン サ 部 が 前 記 危 険 状 態 を 感 知 し た と き に 、 前 記 ス ト ッ パ に よ る 前 記 ポ ー ル の 保 持  
が 解 除 さ れ て 、 前 記 ポ ー ル を 、 少 な く と も 下 部 が 前 記 収 容 空 間 に 収 容 さ れ た 収 容 位 置 と な  
る よ う に し た 、
　 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 危 険 状 態 は 、 災 害 情 報 ま た は 災 害 発 生 に 起 因 し て 起 こ る 前 記 ポ ー ル の 周 辺 の 状 態 情  
報 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 セ ン サ 部 が 閾 値 以 上 の 揺 れ を 感 知 し た と き に 、 前 記 ス ト ッ パ に よ る 前 記 ポ ー ル の 保  
持 が 解 除 さ れ る よ う に し た 、
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ポ ー ル を 前 記 収 容 位 置 か ら 前 記 非 収 容 位 置 へ と 上 昇 さ せ る こ と が 可 能 な 上 昇 機 構 を  
備 え て い る 、
　 請 求 項 １ ～ ３ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ポ ー ル 収 容 部 に 、 開 閉 可 能 な 扉 部 と 、 前 記 扉 部 に よ っ て 閉 じ ら れ 、 備 品 を 保 管 す る  
こ と が 可 能 な 備 品 収 容 部 と 、 が 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ ～ ４ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ポ ー ル 収 容 部 に 、 水 を 収 容 す る こ と が 可 能 な 水 収 容 ス ペ ー ス が 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ ～ ５ の う ち い ず れ か １ 項 に 記 載 の 照 明 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 照 明 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 次 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 灯 具 が 取 り 付 け ら れ た ポ ー ル を 鞘 管 内  
に 挿 入 し 、 鞘 管 と ポ ー ル と の 間 に ポ ー ル を 昇 降 さ せ る 昇 降 装 置 を 設 け た 照 明 装 置 が 提 案 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ で は 、 昇 降 装 置 に よ り ポ ー ル を 降 下 さ せ る こ と で 、 ポ ー ル の 折 れ を 抑 制  
で き る よ う に し つ つ 、 灯 具 の メ ン テ ナ ン ス 作 業 を 容 易 に 行 え る よ う に し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ０ ２ － １ ０ ８ ２ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 技 術 で は 、 災 害 等 の 非 常 事 態 の 際 の 対 応 に つ い て は 考 慮 さ れ  
て い な い 。 そ の た め 、 大 地 震 等 、 予 測 が 難 し い 事 態 が 起 き た 場 合 に 、 ポ ー ル の 折 れ を 抑 制  
す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 開 示 は 、 予 測 が 難 し い 事 態 が 起 き た 場 合 で あ っ て も 、 ポ ー ル が 折 れ て し ま う  
こ と を 抑 制 す る こ と が 可 能 な 照 明 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 に お け る 照 明 装 置 は 、 灯 具 を 保 持 す る ポ ー ル と 、 前 記 ポ ー ル の 下 側 に 配 置 さ れ 、  
前 記 ポ ー ル の 少 な く と も 下 部 を 収 容 可 能 な 収 容 空 間 が 形 成 さ れ た ポ ー ル 収 容 部 と 、 を 備 え  
る 。 ま た 、 照 明 装 置 は 、 前 記 収 容 空 間 の 上 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 ポ ー ル を 非 収 容 位 置 で 保 持  
す る ス ト ッ パ と 、 危 険 状 態 を セ ン シ ン グ す る セ ン サ 部 と 、 を 備 え る 。 そ し て 、 前 記 セ ン サ  
部 が 前 記 危 険 状 態 を 感 知 し た と き に 、 前 記 ス ト ッ パ に よ る 前 記 ポ ー ル の 保 持 が 解 除 さ れ て  
、 前 記 ポ ー ル を 、 少 な く と も 下 部 が 前 記 収 容 空 間 に 収 容 さ れ た 収 容 位 置 と な る よ う に し た  
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 予 測 が 難 し い 事 態 が 起 き た 場 合 で あ っ て も 、 ポ ー ル が 折 れ て し ま う こ  
と を 抑 制 す る こ と が 可 能 な 照 明 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 照 明 装 置 本 体 の 使 用 方 法 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 照 明 装 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 ポ ー ル を 非 収 容 位 置 と し た 状 態 を 模 式 的 に 示  
す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 照 明 装 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 ポ ー ル を 収 容 位 置 と し た 状 態 を 模 式 的 に 示 す  
斜 視 図 。
【 図 ４ 】 照 明 装 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 ポ ー ル を 非 収 容 位 置 と し た 状 態 を 模 式 的 に 示  
す 側 面 図 。
【 図 ５ 】 照 明 装 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 ポ ー ル を 非 収 容 位 置 と し た 状 態 を 模 式 的 に 示  
す 側 面 図 。
【 図 ６ 】 照 明 装 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 ポ ー ル を 収 容 位 置 か ら 非 収 容 位 置 へ と 戻 す 途  
中 の 状 態 を 模 式 的 に 示 す 側 面 図 。
【 図 ７ 】 照 明 装 置 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 ポ ー ル を 非 収 容 位 置 と し た 状 態 を 模 式 的 に  
示 す 側 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 実 施 形 態 に か か る 照 明 装 置 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 な  
お 、 以 下 で は 、 照 明 装 置 と し て 、 ポ ー ル 収 容 部 を 地 下 に 収 容 さ せ る よ う に し た 地 下 収 容 型  
照 明 装 置 を 例 示 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 実 施 形 態 に か か る 照 明 装 置 １ は 、 照 明 装 置 本 体 １ ０ を 備 え て い る 。 こ の 照 明 装 置 本 体  
１ ０ は 、 車 道 、 歩 道 、 公 園 、 駐 車 場 、 林 道 な ど を 照 ら す 道 路 灯 ・ 街 路 灯 な ど の 用 途 で 用 い  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 車 道 １ ０ ０ の 両 側 に 、 走 行 ラ イ ン に 沿 っ て 所 定 の 間 隔 を あ け て 設 置 す  
る こ と で 、 車 道 １ ０ ０ の 路 面 １ ０ ０ ａ を 照 ら す 道 路 灯 と し て 用 い た も の を 例 示 し て い る （  
図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 照 明 装 置 本 体 １ ０ は 、 光 を 照 射 す る こ と が 可 能 な 灯 具 １ ２ ０ と 、 地 表 面 １ １ ０ ａ に  
設 置 さ れ て 灯 具 １ ２ ０ を 保 持 す る ポ ー ル １ １ ０ と 、 を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 照 明 装 置 １ は 、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 側 に 配 置 さ れ る ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ を 備 え て い る  
（ 図 ２ ～ 図 ６ 参 照 ） 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ は 、 略 直 方 体 状 を し て お り  
、 天 壁 ２ １ と 、 天 壁 ２ １ の 外 周 端 か ら 下 方 に 向 け て 連 設 さ れ る 側 壁 ２ ２ と 、 側 壁 ２ ２ の 下  
端 に 連 設 さ れ 、 天 壁 ２ １ と 上 下 方 向 で 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ る 底 壁 ２ ３ と 、 を 備 え て い  
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ に は 、 天 壁 ２ １ 、 側 壁 ２ ２ お よ び 底 壁 ２ ３ で 画 成 さ れ た 収 容  
空 間 Ｓ １ が 形 成 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ の 収 容 空 間 Ｓ １ 内 に は 、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 部  
（ ポ ー ル １ １ ０ の 少 な く と も 下 部 ） を 収 容 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 天 壁 ２ １ に は 、 上 下 方 向 に 貫 通 し て ポ ー ル １ １ ０ を 収 容 空 間  
Ｓ １ 内 に 導 入 さ せ る こ と が 可 能 な 貫 通 孔 ２ １ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 貫 通 孔 ２ １ ａ を 開  
閉 可 能 に 塞 ぐ よ う に 、 ス ト ッ パ ２ １ １ が 収 容 空 間 Ｓ １ の 上 側 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、  
貫 通 孔 ２ １ ａ を 塞 い だ 状 態 の ス ト ッ パ ２ １ １ の 上 に ポ ー ル １ １ ０ を 載 置 さ せ る こ と が で き  
る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 照 明 装 置 本 体 １ ０ の 基 礎 部 分 で あ る ポ ー ル １ １ ０ の 直 下  
に 収 容 空 間 Ｓ １ が 存 在 す る よ う に 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ を 配 置 し て い る 。 そ し て 、 こ の ポ ー  
ル 収 容 部 ２ ０ が 地 下 （ 地 表 面 １ １ ０ ａ の 下 方 ） に 埋 め 込 ま れ る よ う に し て い る （ 図 ２ 参 照  
） 。 こ の と き 、 天 壁 ２ １ が 地 表 に 露 出 す る よ う に し た 状 態 で 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ を 地 下 に  
埋 め 込 む よ う に し て も よ い し 、 天 壁 ２ １ も 地 中 に 埋 め ら れ る よ う に し た 状 態 で 、 ポ ー ル 収  
容 部 ２ ０ を 地 下 に 埋 め 込 む よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ を 地 下 に 埋 め 込 み つ つ 、 貫 通 孔 ２ １ ａ を 塞 い だ 状 態 の ス  
ト ッ パ ２ １ １ の 上 に ポ ー ル １ １ ０ を 載 置 さ せ る こ と で 、 ポ ー ル １ １ ０ が 非 収 容 位 置 で 地 表  
面 １ １ ０ ａ に 設 置 さ れ る よ う に し て い る 。 な お 、 非 収 容 位 置 と は 、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 部 が  
ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ 内 の 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ て い な い 状 態 の こ と で あ る 。 ポ ー ル １ １ ０  
は 、 通 常 の 使 用 時 に は 、 非 収 容 位 置 と な る よ う に ス ト ッ パ ２ １ １ で 保 持 さ れ て お り 、 収 容  
空 間 Ｓ １ 内 へ の 落 下 が こ の ス ト ッ パ ２ １ １ に よ っ て 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 を 解 除 す る こ と が  
で き る よ う に し て い る 。 そ し て 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 を 解 除 す る こ  
と で 、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ 内 に 収 容 さ れ る よ う に し て い る 。 な お 、 本 実 施  
形 態 で は 、 制 御 部 ５ ０ に よ っ て 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 お よ び ス ト ッ  
パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 の 解 除 を 制 御 で き る よ う に し て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 制 御 部 ５ ０ に よ り ス ト ッ パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 が 解 除 さ  
れ る と 、 ス ト ッ パ ２ １ １ が 一 端 を 軸 に 下 方 に 回 動 す る こ と で 開 い て （ 貫 通 孔 ２ １ ａ を 開 放  
し て ） 、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ 内 に 収 容 さ れ る よ う に し て い る （ 図 ５ 参 照 ）  
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 部 を 収 容 空 間 Ｓ １ 内 に 収 容 さ せ る と 、 ポ ー ル １ １ ０ が 収  
容 位 置 で 保 持 さ れ る こ と に な る 。 こ の 収 容 位 置 と は 、 少 な く と も ポ ー ル １ １ ０ の 下 部 が 収  
容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ た 状 態 の こ と で あ る 。 そ し て 、 ポ ー ル １ １ ０ を 収 容 位 置 と な る よ う  
に す る と 、 ポ ー ル １ １ ０ の 露 出 部 分 （ ポ ー ル １ １ ０ の 地 上 部 ） の 高 さ が 通 常 時 （ ポ ー ル １  
１ ０ を 非 収 容 位 置 と な る よ う に し た 場 合 ） よ り も 低 く な る 。 こ う す れ ば 、 灯 具 の メ ン テ ナ  
ン ス 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ポ ー ル １ １ ０ は 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に よ る 保 持 が 解 除 さ れ た 場 合  
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に 、 ポ ー ル １ １ ０ の 自 重 に よ り 落 下 す る こ と で 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ る よ う に し  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の た め 、 収 容 空 間 Ｓ １ 内 に お け る ポ ー ル １ １ ０ の 直 下 に 、 ポ ー ル １ １ ０ の 落 下 に よ る  
衝 撃 を 緩 和 （ 吸 収 ） す る た め の ク ッ シ ョ ン （ 衝 撃 吸 収 部 材 ） ８ ０ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 収 容 空 間 Ｓ １ 内 に は 、 図 ４ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ  
た ポ ー ル １ １ ０ を 上 昇 さ せ て 、 元 の 位 置 （ 非 収 容 位 置 ） に 戻 す た め の 昇 降 ポ ン プ （ 上 昇 機  
構 ） ３ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 図 ４ ～ 図 ６ で は 、 ポ ー ル １ １ ０ を 上 昇 （ 昇 降 ） さ せ る 際 に ポ  
ー ル １ １ ０ を 保 持 す る 昇 降 ポ ン プ ３ ０ の 保 持 板 上 に 、 ク ッ シ ョ ン ８ ０ を 設 け た も の を 例 示  
し て い る 。 た だ し 、 昇 降 ポ ン プ ３ ０ の 保 持 板 上 に ポ ー ル １ １ ０ を 落 下 さ せ る 必 要 は な く 、  
ク ッ シ ョ ン ８ ０ を 底 壁 ２ ３ 上 に 配 置 し 、 元 に 戻 す 際 に 昇 降 ポ ン プ ３ ０ の 保 持 板 上 に ポ ー ル  
１ １ ０ を 載 せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 上 昇 機 構 は 、 自 動 で ポ ー ル １ １ ０ を 上 昇 さ せ る も の だ け で な く 、 例 え ば 、 人 が ハ  
ン ド ル 等 を 回 す こ と で ポ ー ル １ １ ０ を 手 動 で 上 昇 さ せ る よ う に す る も の と す る こ と も 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 が 解 除 さ れ た 場 合 に 、 ポ ー ル １ １ ０ を  
徐 々 に 降 下 さ せ て 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 は  
、 例 え ば 、 上 述 し た 昇 降 ポ ン プ ３ ０ の 保 持 板 を ス ト ッ パ ２ １ １ と し て 機 能 さ せ る こ と で 実  
現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 と こ ろ で 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 部 を 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ せ て 、 ポ  
ー ル １ １ ０ の 露 出 部 分 の 高 さ を 通 常 時 よ り も 低 く す れ ば 、 ポ ー ル １ １ ０ が 折 れ て 周 囲 に 被  
害 を 与 え て し ま う こ と を 抑 制 す る こ と も で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 ポ ー ル １ １ ０ の 地 上 部 が 折 れ て 周 囲 に 被 害 を 与 え て し ま う リ ス ク は 、 強 風 や 地  
震 な ど の 非 常 時 に 高 く な る も の で あ る 。 そ の た め 、 強 風 や 地 震 な ど の 非 常 時 に は 、 ポ ー ル  
１ １ ０ の 下 部 を 収 容 空 間 Ｓ １ 内 に 収 容 さ せ て 、 ポ ー ル １ １ ０ の 地 上 部 が 折 れ て 周 囲 に 被 害  
を 与 え て し ま う リ ス ク を 低 減 で き る よ う に す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 危 険 状 態 を セ ン シ ン グ す る セ ン サ 部 ６ ０ を 設 け 、 セ ン サ 部 ６  
０ が 危 険 状 態 を 感 知 し た と き に 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 が 解 除 さ れ て  
、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 セ ン サ 部 ６ ０ が 感 知 す る 危 険 状 態 と し て は 、 災 害 発 生 に 起 因 し て 起 こ る ポ ー ル  
１ １ ０ の 周 辺 の 状 態 情 報 が あ げ ら れ る 。 ま た 、 台 風 の 進 路 予 想 等 の 災 害 予 測 情 報 に 基 づ い  
て 災 害 が 発 生 す る 可 能 性 が 高 い と 判 断 さ れ る 状 態 を 危 険 状 態 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ  
う す れ ば 、 災 害 情 報 ま た は 災 害 発 生 に 起 因 し て 起 こ る ポ ー ル １ １ ０ の 周 辺 の 状 態 情 報 な ど  
に 基 づ い て 、 ポ ー ル １ １ ０ の 周 辺 が 危 険 状 態 で あ る か 否 か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 セ ン サ 部 ６ ０ が ポ ー ル １ １ ０ の 周 囲 の 画 像 を 撮 像 す る カ メ ラ ６  
２ を 備 え る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 カ メ ラ ６ ２ で 撮 像 し た 画 像 に よ っ て 、 災 害 発 生 に 起 因 し て 起 こ る ポ ー ル １ １ ０  
の 周 辺 の 状 態 情 報 が 危 険 状 態 で あ る か 否 か を 判 断 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 カ メ ラ ６ ２ に よ り 撮 像 さ れ る 災 害 発 生 に 起 因 し て 起 こ る 地 下 収 容 型 照 明 装 置 周 辺 の 状 態  
情 報 と し て は 、 地 割 れ 、 建 物 の 倒 壊 、 水 道 管 が 破 裂 し て 水 浸 し に な っ て い る 、 避 難 等 で 人  
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が 密 集 し て い る 等 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の と き 、 人 が 画 像 を 見 な く て も 自 動 で 地 割 れ 等 を 判 断 で き る よ う に す る の が 好 ま し い  
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 カ メ ラ ６ ２ が ポ ー ル １ １ ０ の 周 辺 の 状 況 を 連 続 し て  
画 像 と し て 撮 像 し 、 予 め 記 憶 さ せ た 通 常 状 態 の 画 像 と 撮 像 し た 画 像 と を 比 較 し て 地 割 れ 等  
を 判 断 さ せ る 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 様 々 な 地 割 れ の 状 態 や 建 物 の 倒 壊 状 態 を 予 め 学 習 さ せ て お い て 、 危 険 状 態 か 否 か  
を 判 断 さ せ る よ う に す る 方 法 も あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 地 震 等 の 発 生 に よ り 地 割 れ 等 が 起 き て し ま っ た 場 合 に は 、 カ メ ラ ６ ２ に よ っ て 危  
険 状 態 で あ る こ と を 判 断 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 大 き な 地 震 が 発 生 し て も 、 地 割 れ が 生  
じ な い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 場 合 で も 、 ポ ー ル １ １ ０ の 地 上 部 が 折 れ て 周 囲 に 被 害 を 与 え て し ま  
う リ ス ク は 存 在 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 セ ン サ 部 ６ ０ が 、 ポ ー ル １ １ ０ の 揺 れ を 感 知 す る 振 動 感 知 手  
段 ６ １ を 備 え る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 振 動 感 知 手 段 ６ １ が ポ ー ル １ １ ０ の 揺 れ を 感 知 す る こ と で 、 ポ ー ル １ １ ０ が 折  
れ て し ま う お そ れ が あ る 状 態 （ 危 険 状 態 ） で あ る か 否 か を 判 断 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 具 体 的 に は 、 振 動 感 知 手 段 ６ １ が 閾 値 以 上 の 揺 れ を 感 知 し た と き に 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に  
よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 が 解 除 さ れ る よ う に し て い る 。 こ の 閾 値 は 、 例 え ば 、 震 度 ５ ～ ６  
の 範 囲 で 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 例 え ば 、 閾 値 を 震 度 ６ に 設 定 し た 場 合 、 振 動 感 知 手 段 ６ １ が 閾 値 以 上 の 揺 れ を 感 知 し た  
と き に 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 が 解 除 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 振 動 感 知 手 段 ６ １ が 経 時 的 に 揺 れ を 感 知 し た と き に 地 震 で あ る と 判 断 す る よ う に  
し て も よ い 。 こ う す れ ば 、 車 両 の 衝 突 時 等 の 際 に 検 知 さ れ る 瞬 間 的 な 揺 れ を 排 除 す る こ と  
が で き 、 車 両 の 衝 突 後 に ポ ー ル １ １ ０ が 落 ち て き て ２ 次 被 害 が 生 じ て し ま う こ と を 防 止 す  
る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の と き 、 初 期 微 動 の 揺 れ 時 間 を 経 時 的 な 揺 れ と し て 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 セ ン サ 部 ６ ０ が 危 険 状 態 を 感 知 し た と き に 、 ス  
ト ッ パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 が 解 除 さ れ て 、 ポ ー ル １ １ ０ を 、 少 な く と も 下 部  
が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ た 収 容 位 置 と な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ う す る こ と で 、 災 害 等 の 予 測 が 難 し い 事 態 が 起 き た 場 合 で あ っ て も 、 ポ ー ル １ １ ０ が  
折 れ て し ま う こ と を 抑 制 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ 内 に 形 成 さ れ る 空 間 を 有 効 に 利 用 す る こ と も 可 能 で あ り 、 例 え  
ば 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ を 図 ７ に 示 す 構 成 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ７ に 示 す ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ に は 、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 部 を 収 容 す る 収 容 空 間 Ｓ １ の 他 に  
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、 備 品 ７ ０ を 保 管 す る こ と が 可 能 な 備 品 収 容 部 Ｓ ２ と 、 水 を 収 容 す る こ と が 可 能 な 水 収 容  
ス ペ ー ス Ｓ ３ と 、 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ し て 、 収 容 空 間 Ｓ １ と 備 品 収 容 部 Ｓ ２ 、 収 容 空 間 Ｓ １ と 水 収 容 ス ペ ー ス Ｓ ３ と が 隔 壁  
２ ４ に よ っ て 仕 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 す な わ ち 、 図 ７ に 示 す ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ の 内 部 空 間 は 、 隔 壁 ２ ４ に よ っ て ３ つ の 空 間 に  
仕 切 ら れ て お り 、 ３ つ の 空 間 を そ れ ぞ れ 、 収 容 空 間 Ｓ １ 、 備 品 収 容 部 Ｓ ２ お よ び 水 収 容 ス  
ペ ー ス Ｓ ３ と し て 利 用 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ し て 、 地 下 の 収 納 ス ペ ー ス を 、 ポ ー ル を 収 容 す る だ け で な く 、 防 災 用 具 を 保 管 す る 倉  
庫 と し て 利 用 し た り 、 洪 水 時 等 に 雨 水 を 排 出 す る （ 水 抜 き を 行 う ） た め の 空 間 と し て 利 用  
し た り す る こ と が で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 収 容 空 間 Ｓ １ に は 、 上 記 の 実 施 形 態 で 説 明 し た 収 容 空 間 Ｓ １ と 同 様 に 、 昇 降 ポ ン プ ３ ０  
お よ び ク ッ シ ョ ン ８ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 備 品 収 容 部 Ｓ ２ に は 、 防 災 用 の 備 品 ７ ０ 等 が 保 管 さ れ て い る 。 こ の 備 品 収 容 部 Ｓ ２ を 画  
成 す る 側 壁 ２ ２ に は 、 扉 部 ２ ２ １ が 形 成 さ れ て お り 、 人 が 出 入 り で き る よ う に な っ て い る  
。 図 ７ で は 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ の 外 側 に 階 段 ４ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 階 段 ４ ２ を 降 り  
る こ と で 、 備 品 収 容 部 Ｓ ２ 内 に 入 る こ と が で き る よ う に し て い る 。 ま た 、 図 ７ で は 、 階 段  
４ ２ は 、 開 閉 可 能 な 蓋 ４ １ に よ っ て 塞 が れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 備 品 収 容 部 Ｓ ２ を 画 成 す る 天 壁 ２ １ に 人 が 出 入 り す る こ と が 可 能 な 孔 と 、 孔 を 開  
閉 可 能 に 塞 ぐ 蓋 と を 形 成 し 、 上 方 か ら 備 品 収 容 部 Ｓ ２ 内 に は 入 れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 水 収 容 ス ペ ー ス Ｓ ３ を 画 成 す る 天 壁 ２ １ に は 、 地 表 の 水 を 導 入 す る た め の 孔 ２ １  
ｂ が 形 成 さ れ て お り 、 大 雨 や 洪 水 の 際 に 、 地 表 に 溜 ま る 水 を 水 収 容 ス ペ ー ス Ｓ ３ 内 に 導 入  
で き る よ う に し て い る 。 な お 、 孔 ２ １ ｂ は 通 常 時 は 塞 い で お き 、 大 雨 や 洪 水 の 発 生 を 検 知  
し た 際 に 開 か れ る よ う に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ に 排 水 機 構 を 設 け 、 水 収 容 ス ペ ー ス Ｓ ３ 内 に 溜 め ら れ た 水 Ｌ １  
が 排 水 機 構 を 通 っ て 、 下 水 等 に 排 出 さ れ る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ［ 作 用 ・ 効 果 ］
　 以 下 で は 、 上 記 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 で 示 し た 照 明 装 置 の 特 徴 的 構 成 お よ び そ れ に  
よ り 得 ら れ る 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ １ ）   上 記 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 で 示 し た 照 明 装 置 １ は 、 灯 具 １ ２ ０ を 保 持 す る  
ポ ー ル １ １ ０ と 、 ポ ー ル １ １ ０ の 下 側 に 配 置 さ れ 、 ポ ー ル １ １ ０ の 少 な く と も 下 部 を 収 容  
可 能 な 収 容 空 間 Ｓ １ が 形 成 さ れ た ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ と 、 を 備 え て い る 。 ま た 、 照 明 装 置 １  
は 、 収 容 空 間 Ｓ １ の 上 側 に 配 置 さ れ 、 ポ ー ル １ １ ０ を 非 収 容 位 置 で 保 持 す る ス ト ッ パ ２ １  
１ と 、 危 険 状 態 を セ ン シ ン グ す る セ ン サ 部 ６ ０ と 、 を 備 え て い る 。 そ し て 、 セ ン サ 部 ６ ０  
が 危 険 状 態 を 感 知 し た と き に 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に よ る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 が 解 除 さ れ て 、  
ポ ー ル １ １ ０ を 、 少 な く と も 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ た 収 容 位 置 と な る よ う に し て  
い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う に 、 ポ ー ル １ １ ０ を 、 少 な く と も 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ た 収 容 位 置 と  
な る よ う に す れ ば 、 ポ ー ル １ １ ０ の 地 上 に 露 出 す る 部 分 の 高 さ を 低 く す る こ と が で き る 。  
そ の 結 果 、 ポ ー ル １ １ ０ の 地 上 部 が 折 れ て 周 囲 に 被 害 を 与 え て し ま う リ ス ク を 、 よ り 確 実  
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に 軽 減 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 で 示 し た 照 明 装 置 １ で は 、 セ ン サ 部 ６ ０ が 危 険 状  
態 を 感 知 し た と き に 、 ポ ー ル １ １ ０ を 、 少 な く と も 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ た 収 容  
位 置 と な る よ う に し て い る 。 そ の た め 、 強 風 や 地 震 等 、 予 測 す る こ と が 難 し い 事 態 が 起 き  
た 場 合 に も 、 ポ ー ル １ １ ０ を 収 容 位 置 に す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ポ ー ル １ １ ０ の 地  
上 部 が 突 然 折 れ て 周 囲 に 被 害 を 与 え て し ま う リ ス ク を 、 よ り 確 実 に 軽 減 す る こ と が で き る  
よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 で 示 し た 照 明 装 置 １ と す れ ば 、 予 測 が 難 し  
い 事 態 が 起 き た 場 合 で あ っ て も 、 ポ ー ル １ １ ０ が 折 れ て し ま う こ と を 抑 制 す る こ と が 可 能  
に な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 ポ ー ル １ １ ０ の 地 上 に 露 出 す る 部 分 の 高 さ が 低 く な る よ う に す れ ば 、 高 所 ま で 登  
っ て 灯 具 １ ２ ０ の メ ン テ ナ ン ス 作 業 を 行 う 必 要 が な く な る 。 そ の 結 果 、 ポ ー ル １ １ ０ に 保  
持 さ れ る 灯 具 １ ２ ０ の メ ン テ ナ ン ス 等 を 容 易 に 行 う こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ ２ ）   ま た 、 危 険 状 態 が 、 災 害 情 報 ま た は 災 害 発 生 に 起 因 し て 起 こ る ポ ー ル １ １ ０ の  
周 辺 の 状 態 情 報 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ う す れ ば 、 災 害 情 報 ま た は ポ ー ル １ １ ０ の 周 辺 の 状 態 情 報 に 基 づ き 、 危 険 状 態 で あ る  
か 否 か を 判 断 す る こ と が で き る よ う に な る 。 す な わ ち 、 災 害 情 報 ま た は ポ ー ル １ １ ０ の 周  
辺 の 状 態 情 報 に 基 づ い て 、 ポ ー ル １ １ ０ を 、 少 な く と も 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ た  
収 容 位 置 と す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ポ ー ル １ １ ０ の 地 上 部 が 突 然 折 れ て 周 囲 に 被 害  
を 与 え て し ま う リ ス ク を 、 よ り 確 実 に 軽 減 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ ３ ）   ま た 、 セ ン サ 部 ６ ０ が 閾 値 以 上 の 揺 れ を 感 知 し た と き に 、 ス ト ッ パ ２ １ １ に よ  
る ポ ー ル １ １ ０ の 保 持 が 解 除 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ う す れ ば 、 ポ ー ル １ １ ０ の 周 辺 の 状 態 情 報 で は 危 険 で は な い と 判 断 さ れ る 場 合 に も 、  
危 険 状 態 で あ る と 判 断 し て 、 ポ ー ル １ １ ０ を 、 少 な く と も 下 部 が 収 容 空 間 Ｓ １ に 収 容 さ れ  
た 収 容 位 置 と す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ポ ー ル １ １ ０ の 地 上 部 が 突 然 折 れ て 周 囲 に 被  
害 を 与 え て し ま う リ ス ク を 、 よ り 確 実 に 軽 減 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 （ ４ ）   ま た 、 ポ ー ル １ １ ０ を 収 容 位 置 か ら 非 収 容 位 置 へ と 上 昇 さ せ る こ と が 可 能 な 昇  
降 ポ ン プ （ 上 昇 機 構 ） ３ ０ を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ う す れ ば 、 危 険 状 態 で は な く な っ た と き に 、 ポ ー ル １ １ ０ を 元 の 状 態 に 容 易 に 戻 す こ  
と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ ５ ）   ま た 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ に 、 開 閉 可 能 な 扉 部 ２ ２ １ と 、 扉 部 ２ ２ １ に よ っ て 閉  
じ ら れ 、 備 品 ７ ０ を 保 管 す る こ と が 可 能 な 備 品 収 容 部 Ｓ ２ と 、 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ う す れ ば 、 例 え ば 、 災 害 時 等 に 飲 食 す る た め の 非 常 食 や 飲 料 水 な ど を 保 管 し て お く こ  
と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 災 害 時 の 作 業 用 の ヘ ル メ ッ ト や 工 具 等 を 保 管 し て お く こ と  
も で き る よ う に な る 。 そ の 結 果 、 災 害 時 に ２ 次 被 害 が 生 じ て し ま う こ と を 抑 制 す る こ と が  
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 （ ６ ）   ま た 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ に 、 水 を 収 容 す る こ と が 可 能 な 水 収 容 ス ペ ー ス Ｓ ３ が  
形 成 さ れ て い て も よ い 。
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【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ う す れ ば 、 大 雨 や 洪 水 の 際 に 、 地 表 に 溜 ま る 水 を 水 収 容 ス ペ ー ス Ｓ ３ 内 に 導 入 す る こ  
と が で き る た め 、 地 表 に 溜 ま る 水 の 水 位 上 昇 を 抑 え る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ［ そ の 他 ］
　 以 上 、 本 開 示 に か か る 照 明 装 置 の 内 容 を 説 明 し た が 、 こ れ ら の 記 載 に 限 定 さ れ る も の で  
は な く 、 種 々 の 変 形 及 び 改 良 が 可 能 で あ る こ と は 、 当 業 者 に は 自 明 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 で 示 し た 構 成 を 適 宜 組 み 合 わ せ た 照 明 装 置 と す  
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 で は 、 地 下 収 容 型 照 明 装 置 、 す な わ ち 、 ポ ー ル 収  
容 部 ２ ０ を 地 下 に 収 容 さ せ る よ う に し た 照 明 装 置 １ を 例 示 し た が 、 ポ ー ル 収 容 部 ２ ０ の 全  
体 を 地 上 に 位 置 さ せ た 照 明 装 置 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 高 速 道 路 の 壁 面 部 分 の  
一 部 を ポ ー ル 収 容 部 と し 、 壁 面 上 に 設 置 さ れ た ポ ー ル を ポ ー ル 収 容 部 に 収 容 さ せ る よ う に  
す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 壁 面 と 面 一 と な る よ う に 扉 部 ２ ２ １ を 形 成 す る の が 好  
ま し い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 で は 、 開 閉 式 の ス ト ッ パ ２ １ １ を 例 示 し た が 、 ス  
ラ イ ド 式 の ス ト ッ パ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 開 閉 式 や ス ラ イ ド 式 以 外 の 構 成 と す る こ と も  
可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 ス ト ッ パ は 、 ポ ー ル が 地 下 に 収 容 さ れ な い よ う に 支 持 す る こ と が  
で き 、 解 除 さ れ た 際 に 、 ポ ー ル が 地 下 へ 収 容 さ れ る こ と を 妨 げ な い よ う に す る こ と が で き  
る 構 成 で あ れ ば 、 い か な る 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 で は 、 上 下 方 向 に 延 在 す る ポ ー ル １ １ ０ の 先 端 に  
１ つ の 灯 具 １ ２ ０ を 取 り 付 け た 照 明 装 置 本 体 １ ０ を 例 示 し た が 、 ポ ー ル の 先 端 を 水 平 方 向  
に 曲 げ た ア ー ム 部 に 灯 具 １ ２ ０ を 取 り 付 け た 照 明 装 置 本 体 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た  
、 ポ ー ル １ １ ０ に 複 数 の 灯 具 １ ２ ０ を 取 り 付 け た 照 明 装 置 本 体 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 ポ ー ル や ポ ー ル 収 容 部 、 そ の 他 細 部 の ス ペ ッ ク （ 形 状 、 大 き さ 、 レ イ ア ウ ト 等 ）  
も 適 宜 に 変 更 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 １   地 下 収 容 型 街 路 灯 （ 照 明 装 置 ）
　 １ １ ０   ポ ー ル
　 １ ２ ０   灯 具
　 ２ ０   ポ ー ル 収 容 部
　 ２ １ １   ス ト ッ パ
　 ２ ２ １   扉 部
　 ３ ０   昇 降 ポ ン プ （ 上 昇 機 構 ）
　 ６ ０   セ ン サ 部
　 ７ ０   備 品
　 Ｓ １   収 容 空 間
　 Ｓ ２   備 品 収 容 部
　 Ｓ ３   水 収 容 ス ペ ー ス
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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